
　

稲
作
農
家
が
作
る
飼
料
用
稲

を
畜
産
農
家
が
消
費
し
、
牛
ふ

ん
か
ら
生
産
し
た
堆
肥
を
稲
作

農
家
・
野
菜
農
家
が
使
用
す
る

と
い
う
、
上
下
地
域
内
で
資
源

が
循
環
す
る
し
く
み
が
、「
耕
」

・
「
畜
」
お
互
い
の
メ
リ
ッ
ト

を
作
り
出
し
ま
す
。

稲
を
飼
料
に
す
る
Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
ホ
ー 

ル
・
ク
ロ
ッ
プ
・
サ
イ
レ
ー
ジ
）

　

飼
料
用
の
稲
は
、
収
穫
前
に

な
る
と
高
さ
150
㎝
以
上
に
成
長

し
ま
す
。
10
月
ご
ろ
、
稲
を
刈

り
取
り
、
ロ
ー
ル
状
に
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
刈
り
取
り
機

と
、
そ
の
ロ
ー
ル
を
ビ
ニ
ー
ル

で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
ラ
ッ
ピ
ン

グ
機
と
、
運
搬
す
る
運
搬
機
３

台
を
作
業
員
２
人
で
作
業
し
、

１
日
ほ
ど
で
、
0.7
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
田
を
収
穫
し
ま
す
。　

　

ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
す
る
に
は
理

由
が
あ
り
ま
す
。
牛
は
、
刈
り

取
っ
た
飼
料
用
稲
を
す
ぐ
に
は

食
べ
ま
せ
ん
。
発
酵
さ
せ
て
、

は
じ
め
て
飼
料
と
な
り
ま
す
。

発
酵
を
促
進
す
る
た
め
、
ロ
ー

ル
に
す
る
段
階
で
、
稲
に
乳
酸

菌
を
混
ぜ
ま
す
。

　

こ
の
専
用
の
刈
り
取
り
機
と

ラ
ッ
ピ
ン
グ
機
と
運
搬
機
の
購

入
費
用
約
1,700
万
円
は
、
国
の
「
攻

め
の
農
業
実
践
緊
急
対
策
事
業
」

を
活
用
し
て
、
購
入
費
用
の
半

分
を
国
か
ら
の
補
助
、
残
り
を

市
と
農
事
組
合
法
人
が
負
担
し
、

維
持
費
は
、
農
事
組
合
法
人
が

負
担
し
ま
す
。

地
域
内
連
携
に
よ
る
資
源
循
環 

の
し
く
み
の
意
味
と
は

　

Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
ホ
ー
ル
・
ク
ロ
ッ

プ
・
サ
イ
レ
ー
ジ
）
用
の
稲
の

栽
培
は
、
地
域
内
連
携
に
お
け

る
資
源
循
環
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
農
事
組
合
法
人
が

作
業
を
請
け
負
う
こ
と
で
、
上

下
地
域
内
で
全
て
の
作
業
が
完

結
す
る
こ
と
に
な
り
、
よ
り
効

率
的
に
地
元
で
作
ら
れ
た
安
全

・
安
心
度
の
高
い
肥
料
や
飼
料

を
農
家
が
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
結
果
、
私
た
ち
消
費

者
は
、
地
元
産
で
安
全
・
安
心

な
農
産
物
を
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
、
農
家
は
、
安
定
し
た

収
入
を
確
保
で
き
ま
す
。

　

今
後
、
今
よ
り
耕
畜
連
携
を

進
め
、
地
域
内
飼
料
の
自
給
率

を
向
上
さ
せ
、
畜
産
経
営
の
安

定
化
と
耕
作
放
棄
地
の
減
少
を

目
指
し
、
農
地
の
有
効
活
用
を

し
て
い
き
ま
す
。

農
業
・
畜
産
従
事
者
の
減
少
は
、 

地
域
過
疎
化
の
要
因
の
一
つ
で
す

　

平
成
16
年
に
、
府
中
市
内
で

初
め
て
の
農
事
組
合
法
人
が
設

立
さ
れ
、
規
模
拡
大
に
着
手
し

て
い
る
も
の
の
、
市
内
の
農
業

経
営
は
依
然
と
し
て
小
規
模
で
、

兼
業
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
、
農
家
戸
数
の
減
少
、

主
な
農
作
物
で
あ
る
米
の
買
い

取
り
価
格
の
下
落
な
ど
に
よ
り
、

農
業
生
産
は
低
落
し
て
お
り
、

耕
作
放
棄
地
は
増
加
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
畜
産
農
家
も
外
国
産

の
飼
料
価
格
高
騰
な
ど
に
よ
る

厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
お

り
、
飼
育
頭
数
も
、
平
成
20
年

に
511
頭
だ
っ
た
乳
牛
が
、
平
成

25
年
に
は
407
頭
と
、
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
地

域
農
業
が
衰
退
し
、
集
落
機
能

の
低
下
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加

な
ど
と
相
ま
っ
て
、
一
層
の
過

疎
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の

流
れ
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め

に
も
、
農
業
構
造
改
革
が
緊
急

の
課
題
で
す
。

一
つ
の
光
明

　

全
国
的
に
も
栽
培
が
広
が
っ

て
い
る
の
が
、
乳
牛
・
肉
牛
な

ど
の
エ
サ
と
な
る
飼
料
用
稲
の

栽
培
で
す
。
飼
料
用
稲
は
、
食

用
の
米
を
栽
培
す
る
よ
り
、
手

間
が
掛
か
ら
ず
、
農
薬
の
使
用

量
も
少
な
く
栽
培
で
き
る
と
い

う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

府
中
市
に
お
い
て
も
、
米
の

買
い
取
り
価
格
の
下
落
に
悩
む

農
家
の
飼
料
用
稲
へ
の
転
作
が

進
み
、
平
成
20
年
に
１
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
栽
培
面
積
だ
っ
た
飼
料

用
稲
が
、
平
成
27
年
に
は
9.4
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。

『耕畜連携』
　耕畜連携とは、稲や野菜などを耕作する農業と、乳牛や肉牛を育て
る畜産業が連携し、資源の循環を作るしくみです。

問い合わせ先　産業活性課（☎４３-７１３１）

特
集

　府中市の北部に位置する上下地域は、
昼夜の温度差が大きい気候を生かした良
質米の産地であり、アスパラガス、マロ
ン南瓜、ほうれんそうなどの野菜栽培や、
乳牛などの畜産も行われている地域です。

稲をロールしたのちに、ビ

ニールでラッピングします。

１ロール当たり300キロあり

ます。

国の補助金と市と農事組

合法人の負担で購入 飼料となるＷＣＳを、安く畜産
農家が購入。

牛のふんを集め、堆肥
を作る。

地元の安全・安心
な堆肥を、安く農
家が購入できる。

上下地域の人が作業
します。
米や野菜を
消費者へ

飼料用稲　専用機械
ＷＣＳの持ち込み

畜産農家

堆肥センター稲作農家・野菜農家

牛ふんの提供

堆肥を提供

飼料用の稲の刈り取り 地域内で資源が
循環するしくみ

牛乳や食用肉を
消費者へ
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平成20年度 平成25年度平成26年度 平成27年度 平成28年度

飼料用稲の作付面積 予定（ヘクタール）
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